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編集後記

『真宗総合研究所研究紀要』第三十三号を刊行いたしました。前号から任意投稿論

文を受け付け査読する体制を取っておりますが、本号には六本の任意投稿論文を掲載

することができました。加えて、二〇一四年度終了の研究班からいただいた義務投稿

の論文二本、本年度も継続中の研究班からいただいた資料一本と、多彩で充実した内

容になっております。

真宗総合研究所は、本年四月、新たな研究の拠点として東京分室を開設することに

なりました。分室設置の目的の一つとして次代を担う若手研究者の育成があり、複数

名のＰＤ研究員をおくことになっています。ＰＤ研究員に求められるのは、研究所で

の共同研究に携わると同時に、「現代と自分がどうかかわるか」「現代で自分はどう生

きていくか」を根幹とした個人研究テーマを持ち、専門家のみならず一般の方にも理

解できるような言葉で、研究成果を公表していくことです。次号以降、そうした成果

が投稿され、ますます充実した紙面となることが期待されます。 （M・N）
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